
















































































が別居してから、奥さん一人ぢや張合がないのか、此の出来上つた原稿を読んで聞 せる事は、 いつともなしにやめになつた」 と記す。鏡花、秋声、寺木の言をあわせると、音読の習慣は「冠弥左衛門」を執筆した頃から、春葉や風葉、弟の斜汀ら親しい者を聞き手として、少なくとも「湯女の魂」 （ 『新小説』明
33 ･５）の頃までは続け



















































生徒を対象としたものだった。明治三十二年十二月九 に早稲田中学の講堂で開かれた最初 講談会には、このとき中学一年生で のちに社会学者となり、大衆娯楽について『民衆娯楽問題』 （同人社書店、大
10 ･７）等を著した権田保之助が参加しており、その様子




















坪内雄蔵「孔子とソクラテス」 〔 「孔子とソクラテスの教訓法」 〕
 



















百譚」欄によって内容を確かめると、逍遙の「孔子とソクラテスの教訓法」は「孔夫子は身の丈九尺六寸、長人と云ふ綽名が付いて居たと云ひます、九尺六寸、余程大きなもので、此席で一番背の高お方ハ高田さんであらうが、其上へ一年級の組長さんを一人乗けた程の高さにならうか （ 「口演百譚」 『読売新聞』明
33 ･１
･１）とい




















が「湯女の魂」を口演した川上眉山宅 の講談会は 吉田が指摘するように「高田早苗発起の講談会に加わった硯友社の面々が別に催した会」だったと考えられる。 「春鶯囀」の広告には「諸大家に親炙して、その風丰に接し、其の快弁高談を聴く 思ひあらん」 （ 新小説』明
33 ･３）とあり、講談の教育的な役割が謳われていた『読


















会で卓上の水の代わりに酒を用いたので、何 言ったかわからず速記が出来なかったため、 「独眼龍将軍」は自記であったと述べており、じっさい水蔭の作品は広告で予告されていた演目とも口演した演目とも異なっている。また川上眉山に至っては「恥含んで、到頭口演をせず」 「自記で間に合せた」 （前掲『
自己中心
明治文壇史』 ）とされ








鏡花の 「湯女の魂」 は次のような物語である。 越中を訪れた学生・
小宮山良介は、友人の篠田にお雪という美しい湯女が と教えられたことから、小川温泉 柏屋 宿泊す 。柏屋に着い み 、お雪は病で伏せっており、宿の者によれば、毎夜同じ時間に魘さて眠ることが きないのだという。そして小宮山は異類異形 寝間
にいるようだと怖れる宿の者のかわりに、お雪が眠れるよう一晩付き添ってくれないかと頼まれる。小宮山の部屋で枕を並べたお雪は、毎晩同じ時間にやってくる女に孤家に連れて行かれることを話す。語り終えてお雪が眠ると、部屋に大きな蝙蝠が現れ を連 出していく。後を付けた小宮山はお雪の話にあった孤家 辿り着き、女に会う。小宮山は女にお雪の魂を預け と告げら 、気が付くと柏屋の部屋にいる。すぐに宿を出た小宮山だが、一人であるはずの自分の周囲にお雪の気配があることに気付く。そして東京に着き篠田の所を訪ねると、篠田はお雪が今来てい ころ ったと話す。その後柏屋に手紙を送ると、お雪 すで 亡くなってい 返事がくる。
 




























































語が進行することにも特徴がある。先に示した口上につづいて始まるのは、泊の茶屋の主人 小宮山の会話であり、到着 柏屋では小宮山と柏屋の主人金造の会話、次に小宮山と女中の会話 続く。
 
このように順に二人の 物が話す場面 続く は、二人 人物の声色を使い分けながら語り進めようとしたためだといえそうである。また生田長江が「作家としての氏が、如何に
witに富めるかは、塩


























 と答える。小宮山がいうように、講談でよく語られる武者修行中の侍であったなら、旅先で異類異形が出るとの相談があ ば、退治するのが相場であろう。現に「湯女の魂」の典拠 一つとされる「岩見武勇伝」も、主人公岩見重太郎の大蛇退治や狒々退治で知る。（
12）
だが小宮山が頼まれたのはお雪の隣で寝ることであり、小宮山




語り出す。病で寝ていた十日ばかり前の日の夜、美しい女が現れ、病を治してやるといって破屋に連れて行かれる。そして女は 男を思い切るよう迫りながら、嫉妬で狂 死にをした女 肋骨でお雪を打擲する。
 
 











































とは広く知られるところであろ 高野聖」 （ 『新小説』明
33・２）
が、 雪の夜の敦賀の宿で高野聖・宗朝が若き日に体験 を 「私」に語るように、多くの鏡花作品は作中に〈 る
―
聞く〉という関
係をつく こと できる二人の人物を置き、語り 場面を設けて





























































































































































































































































…家の内は唯森として、鼠の音も聞こえざるに、転た寂莫の情に堪へず、待て〳〵かういふ時にこそ、些宛屋捜しに懸るべきなれ、もしかの婦人に見咎められむか、 「戸まどひいたし候、 」にて、天窓を掻けば済むこ なり。其よ〳〵と座を立ちて 先づ我が居たる左手の襖を一重押開き 内をすかせば、我が部屋と同じほどな 一室なり。足を浮 忍び入り、また其室の襖を開けて次を覗けばまた同一これも一個の部屋な けり。
 
恁て其次また其次と凡て七八回おなしことを繰返すに、いづ















阿房宮より可恐しく広いやと小宮山は顛倒して、手当り次第に開けた〳〵。幾度遣つても筍の皮を剝くに異らずでありまするから、呆れ果てゝ摚と尻餅、茫然四辺 眗しますると、神農様の画像を掛けた、 曩女が通 たのと同じ部屋へ、 おや〳〵おや。又南無阿弥陀仏々々々々々と耳に入る 、今度は小宮山も釣込まれて、思はず南無 弥陀仏、南無阿弥陀仏。
 （ 「湯女の魂」 ）
 
 「蝙蝠物語」と比べると、小宮山が襖を「手当り次第に開けた〳













































































































































































































































りようであった。育ての親への義理のため 「骨なし」の男を夫とする雪野は、女に打擲されると「淫慾の器となりて良人 つかふ其切なさ」に比べれば、女に打たれることなど「ものゝかず も侍らぬを」と応じ、女は雪野が学ばずして「肉体と、霊魂とを、二つに分けて別個 する」術を得 と呟く。そして雪野は「浮世 義理に死なれぬ身の、人手 因りて死するを得ば、魂 み心 まゝとなりて、恋しき人に添ふよ
―
義理があって自ら死ぬことはできな



















































































18 ･３）によれば、日本演芸協会は、演劇改良 、日本演 矯風会のあ


























































尾崎紅葉口演・木川忠一郎速記「茶碗割」／巌谷小波口演・小宮八十二速記「薔薇縁」 泉鏡花口演・木川忠一郎速記 湯女の魂」／川上眉山「五十年」／江見水蔭 「独眼龍将軍」／京 藁兵衛君口演 一分線香」／長田秋濤口演・小宮八十二速記「血髑髏 幸堂得知術・佃速記事務所員速記「穢多の大望」／幸田露伴口授・神 鶴伴筆記 不安
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20） 「蒼」 「青」両方の表記がみられ が、 「湯女の魂」では同一の色を
指すと考えた。なお口演筆記は他筆であるため、表記の違いを問うことできない。
 
（
21）西尾元信「泉鏡花『幻往来』の東京
―
〈怪談〉と〈近代知〉をめ
 
 
40 
 
ぐって
―
」 （ 『帝塚山大学文学部紀要』平
30 ･１）
 
 
〔付記〕
 
 
本文引用は「湯女の魂」は初出、 「蝙蝠物語」は『新編泉鏡花集』別
巻一（岩波書店、平
17 ･
12） 、 「幻往来」は『鏡花全集』巻五（岩波書店、
昭
49 ･３）に拠る。作品の引用は原則として漢字は新字体に改め、ルビ
は適宜残した。ただし原稿の引用は字体を改めず、ルビも省略していない。
 
 
本稿は第六十二回泉鏡花研究会例会（平
30 ･３
･
27、於姫路文学館）
での口頭発表がもとになっている。質疑を通じ貴重な御意見をいただいた方々に御礼申し上げる。
 
 
自筆原稿の調査に際して慶應義塾大学三田メディアセンターに格別
のご高配をいただいた。また講談会の日時については、吉田昌志氏にご教示をいただいた。深謝申し上げる。
 
